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いよいよ２学期最後の日を迎えました。長い、長い２学期でした。昨夜

は寒さが厳しく雪が舞いました。そのような中、子供達は、元気に登校し
てくれました。今日は、2学期終業式、明日からは冬休み。子供達も楽しみ
にしていることでしょう。それぞれの冬休み、精一杯楽しんで欲しいと願
っています。 
今日の終業式では、子供達がしっかりとした態度で終業式に臨んでいる

姿を見て、大変、嬉しく思いました。私の方からは次のような話をしまし
た。１つ目、２学期の終わりにあたって、先程、みなさんの振り返りを聞
かせてもらいました。どの子もしっかりと２学期の振り返りができていま
した。大変、素晴らしいことです。２学期の始め、校長先生からは、皆さ
んには、「一人一人、輝け！」ということを伝えました。光が集まり、光は
より強くなり、輝きを放つ、という話をしました。皆さん一人一人には、
どんな光があるでしょうか。先日のオンリーワン集会で、皆さんの光のも
ととなる原石をたくさん見せてもらいました。皆さん一人一人には、誰に
も負けない、自分にしかない、素晴らしい原石が必ずあります。しかし、
「どんな原石も磨かずば光無し」です。つまり、一人一人が光り、輝くた
めに、「本気になること」、その時、自分ができること、しなければならな
いことから、決して、逃げず、諦めず、あらん限りの力を出し、まっすぐ
に前のみを見つめて進んで欲しいという話をしました。どうでしたか。２
学期、輝き、本気で取り組めたかどうか、皆さんの心の声を聞きたいと思
います。答え方は、A、B、C、Dの４つです。「２学期、輝き、本気で取り
組めた。」という問いに対して、「そう思う」という人は A、「どちらかと言

えばそう思う」という人は B、「どちらかと言えばそう思わない」という人
はC、「そう思わない」という人はDです。自分で考え、手を挙げてもらい
ました。２つ目、さあ、明日から冬休みです。冬休みの目標は３つありま
す。①リフレッシュ。そして、リセットすること②エネルギーを充填、エ
ネルギーを満タンにしてくること③３学期の「心と体の準備」をしてくる
ことです。３つ目、昨日は、「冬至（とうじ）」でした。一年の中で昼の時
間が一番短かい日でした。今日から一日一日、日が長くなっていきます。
つまり、太陽が元気になってくる「復活の日」ということです。太陽のエ
ネルギーが日毎に満ちてくるように、皆さんも、自分からどんどん学んで
いく姿勢が重要です。勉強は、学習は、教えてもらうだけでは、物足りな
い、そして、何より、もったいない。自ら学ぶ気持ちを、意志を、持ち続
けることが大切です。そして、何の為に学ぶのか。この問いの答えは「自
分の為」、だけではありません。それは、「世の為、人の為」です。さらに
言うなら、人として生きていく「道の為」です。少し、難しい話になりま
したが、「世の為、人の為、そして、道の為」という言葉の意味を、しっか
りと心にとめておいて欲しいと思います。この冬休みは、今年一年を総括
し、新しい一年を始めるための完全復活の休みと位置付けたいと思います。
そして、来年、1月１０日（火）に、全員、心と体のエネルギーを満タンに
して、この中番小学校に帰って来いという話をしました。 
今年も新型コロナウイルス感染症に影響を受けた一年でした。その中で、

何とか今日の日を迎えられましたのも、保護者の皆様の本校教育へのご理
解とあたたかいご支援と惜しみないご協力の賜物と深く感謝申し上げます。
本当にありがとうございました。令和４年も残すところあと 8 日となりま
した。子供達、保護者の皆様、ご家族でよい年をお迎えになられますこと
を心より願っております。令和５年が光り輝く幸せな一年になりますよう
に･･･。中番小学校は、これからも子供達、保護者の皆様、地域の皆様と共
に歩んでいきます。 

2 学期＆令和４年が終わります。よい年をお迎えください。 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


